
07：基底と次元

線形代数演習



基底の定義

線形空間Vの元の組 が次の性質を満たしている

とき，Vの基底という

1. は線形独立

2. Vの任意の元は の線形結合で書ける．
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例：平面ベクトル
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e e ： 明らかに線形独立
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R a e eの任意のベクトル

07：基底と次元



次元の定義

線形空間Vにおいて基底を構成する元の個数ｎをその空

間の次元といい

と表す．ただし， dimV n=

{ }0     dim 0V V= =のときは



1 2   x x k= = と置く

基底と次元を求めよ．
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u とおくと u はそれ１つで線形独立であることは明らかであり，

Wの任意の元 は と の線形結合で書けるx kx = u u

したがって がWの基底のひとつである．u

次元は1つのベクトルで表されるので dim 1W =
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v v v は
3R の1組の基底となることを示し，
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x = を 1 2 3, ,v v v の線形結合で表せ．

解
3dim 3=R なので 1 2 3, ,v v v が線形独立なら基底になれる．

線形関係式

1 1 2 2 3 3c c c+ + = 0v v v

とおいて，成分を代入すると



1 2 3

1 0 1

1 1 0

0 1 1

c c c

     
     + + =     
          

0

これを解くと，右の操作によって，
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1 2 30, 0, 0c c c= = =
自明な解しか持たないため， 1 2 3, ,v v v

は線形独立であるので，基底となれる．

1 1 2 2 3 3x x x+ +x = v v v

次に線形結合で表す．

成分を代入して，
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この方程式を拡大係数行列を用いて解く
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1 2 32, 1, 3x x x= = − =
したがって，

1 2 32 3= − +x v v v


